
 
  

 

さわやかに澄みきった秋空が広がる季節になりました。スポーツの秋、芸術の秋、読書の

秋、そして味覚の秋です。過ごしやすい秋には、さまざまな行事が目白押しです。自然の恵

みに感謝し、地域で育まれてきた食文化を大切にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月２６日(火) 
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能登町立小木中学校 

 「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがやわらぎ、過ごしやすい気

候になりました。秋は、お米や大豆、里いもなど、昔から日本人の食生活に欠かすこ

とのできない作物が収穫を迎える季節です。また、漢字で「秋刀魚」と書くサンマを

はじめ、サケ、サバ、カツオなどの魚は、秋になると脂がのっておいしくなります。 

秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬の食べ物をおいしくいただきましょう。 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは「持

続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国際連合に

加盟する193の国々が、2030年までに達成すべき17の目標です。現在、世界では気候

変動、飢餓、紛争、感染症など、さまざまな課題を抱えていますが、これらを解決し、

世界中のすべての人びとが、安心して暮らし続けられる社会を目指すものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「もったいない」という言葉には、物を最後まで大切に使う、食べ物を残さず食

べるといった、日本人が昔から大切にしてきた心が詰まっています。ところが近年、

まだ食べることができる食品を捨ててしまう「食品ロス」が問題となっており、

2020（令和２）年度は約522万ｔと推計されています。これは、世界の食料支援

量（2020年で年間約420万ｔ）の1.2倍に相当し、日本人１人当たり、おにぎり１

個分（約113g）の食べ物を毎日捨てていることになります。 

10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」で

す。また、10月16日は国連が定める「世界食料デー」です。「もったいない」の

心を忘れずに、未来に向けてできることから取り組んでみませんか。 
 

                                              ※１：農林水産省及び環境省「令和2年度推計  

※２：国連WFPによる食料支援量 

                                           

ビタミンＡは油に

溶けやすい「脂溶性ビ

タミン」なので、油と

一緒に調理すると吸

収率が高まります。 

10 月 10 日は「目の愛護デー」です。10 を横に倒すと、目とま

ゆの形に見えることから制定されました。目の健康に関わる栄養素

に「ビタミンＡ」があります。不足すると、暗い所で物が見えにく

くなる「夜盲症」のほか、ドライアイや視力の低下を引き起こす恐

れがあります。何かと目を使う機会の 

多い現代に、意識してとりたい栄養素の一つです。 

 


